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1. 随意契約見直し計画と平成２０年度に締結した契約の状況 

（単位：件、百万円） 
平成 18 年度 平成 20 年度 比較増△減 見直し計画 

件数 金額 件数 金額 件数 金額 件数 金額 

競争入札等
（4.5％） 

27 
（43.8％）

2,969
（46.4％）

206
（48.5％）

2,445
（663.0％）

179
(△17.6％)

△524
（77.8％）

463
（80.5％） 

5,453 

企画競争・公募
（4.2％） 

25 
（0.6％）

41
（4.5％）

20
（1.2％）

63
（△20.0％）

△5
（53.7％）

22
（5.2％）

31
（0.7％） 

47 
競争性のある契

約（小計） 
（8.7％） 

52 
（44.4％）

3,011
（50.9％）

226
（49.7％）

2,508
（334.6％）

174
(△16.7％)

△503
（83.0％）

494
（81.2％） 

5,501 
競争性のない

随意契約 
（91.3％） 

543 
（55.6％）

3,764
（49.1％）

218
（50.3％）

2,538
（△59.9％）

△325
(△32.6％)

△1,226
（17.0％）

101
（18.8％） 

1,274 

合 計 （100％） 
595 

（100％）

6,775
（100％）

444
（100％）

5,046
（△25.4％）

△151
(△25.5％)

△1,729
（100％）

595
（100％） 

6,775 
（注1） 計数は、それぞれ四捨五入しているため、合計において一致しない場合がある。 
（注2） 比較増△減の（ ）書きは、平成２０年度の対１８年度伸率である。 
（注3） 見直し計画策定時と、２０年度契約フォローアップ時とでは調査の定義が異なっている。具体的には、不落・不調

の随意契約は、１８年度は「競争性のない随意契約」に、２０年度は「競争入札等」に整理している。 
（注4） １８年度限りで事務・事業を取り止めた随意契約 １０７件、１，００９百万円については、見直し計画においては

「競争入札等」に計上している。 
（注5） ２０年度「競争性のない随意契約」には､国等の企画競争や競争的資金の公募に際し､共同研究グループの中核機関

として応募し､外部専門家等の審査の上に採択された後､当該研究グループに所属する機関に対して再委託した１９

８件､２，０７６百万円が含まれている。 
 



【18 実績】 
一般競争入札・指名競争入札等 

2,969 百万円 
（ 27 件） 

 
 
 
 

企画競争・公募 
   41 百万円 
（ 25 件） 

 
 
 

競争性のない随意契約 
金額 3,764 百万円（55.6％） 
件数  543 件    （91.3％） 

 

【20 実績】 
 

一般競争入札・指名競争入札等

2,445 百万円 
（206 件） 

 
 
 
 
 

企画競争・公募 
   63 百万円 
（ 20 件） 

 
 
 

競争性のない随意契約 
金額 2,538 百万円（50.3％）

件数 218 件   （49.1％）
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※ 契約全体に占める「競争性のある契約方式」の割合の対 18 年度実績比増▲減の金額が 503 百万円減となっている要因は､平成１８年度にお

いて、コンピュータシステム賃貸借を一般競争入札により複数年契約(2,375 百万円)したものが含まれていることによるもの。 
 

【見直し計画】※見直し結果を

18 年度実績に当てはめたもの  

 

一般競争入札・指名競争入札等

  5,453 百万円 
（  463 件） 

 
 
 
 
 
 

企画競争・公募 
   47 百万円 
（ 31 件） 

 
 

競争性のない随意契約 
金額 1,274 百万円（18.8％）

件数  101 件  （17.0％）

契約全体に占める

「競争性のある契

約方式」の割合の

対 18 年度実績比

増▲減 
 
金額  

＋5.3 ポイント 
（ 503 百万円減） 
件数  

＋42.2 ポイント 
（174 件増）

 

競争性のある契約方式合計 

金額 3,011 百万円（44.4％） 

件数    52 件    （ 8.7％） 

競争性のある契約方式合計

金額 2,508 百万円（49.7％）

件数 226 件（50.9％） 

競争性のある契約方式合計 

金額 5,501 百万円（81.2％）

件数   494 件  （83.0％）



2. 平成 20 年度において、随意契約から一般競争入札等、企画競争、公募に移行した主な契約 

① 一般競争入札へ移行 

(ア) 農林研究７・８号団地研究実験施設等電気・機械設備運転保守管理業務        ９４百万円 

(イ) 試薬購入（アジレント社製 カスタムオリゴアレイ ほか）          ５６百万円 

(ウ) 独立行政法人会計システム保守及び運用支援業務               １１百万円 

(エ) 電子ジャーナル（Springer Link コンソーシアム）               ６百万円 

(オ)  蛋白質リガンド結合シミュレーションシステム解析ソフトウェア保守管理業務   ５百万円               

 
（参考） 
1．契約形態別応札者数（平成 20 年度） 

    契約形態 一般競争入札 指名競争入札 企画競争 公募 

応札者数   件数 割合 件数 割合 件数 割合 件数 割合 

２者以上 99 50％ 0 0％  17 85％ 0 0％

１者以下 99 50％ 0 0％ 3 15％ 0 0％

合  計  198 100％ 0 0％ 20 100％ 0 0％

(注）不落・不調の随意契約については本表に含まれないため、１の表の「競争入札等」及び「企画競争・公募」の 
件数と一致しない。 
 

2．一者応札、一者応募に係る改善方策 

（URL：http://www.nias.affrc.go.jp/supply/inspect/nyusatu0709-1.pdf） 


